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響穫- 替 

'6消／采覇全誕萌年話念粟 

あれから（合併）I 隼 
’ わたしも満 I歳にな L ）ました 

昨年の3月28日、合併と同じ日の円時弱分に生

まれた秋元優奈ちゃん（神山）。 

体重は3, 422グラム。大きなお子さんでした。 

この I 年を振リ返リ 「4月の予定が少し

早くなリ28日になったんです。とにか

くあっという間に時間が過ぎました

ね」 と感想を話すお母さんの美保さ

ん。 ~歳の誕生日にケーキでお祝

いする父親の春樹さんは、命名の 

いきさつを 「優しくて人の気持

ちがわかるように 『優奈』 と名

づけました。これからもすくす

くと育ってほしい」 と話して

くれました。 

新五所川原市とー緒に誕生

日を迎える優奈ちゃん。これ

からも健やかに。 がんばれ。 か、 
／、、、 優奈ちゃん 

～、 
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10月ラ日本女子ツフト示二元
リーグ青森大会 
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ゴニ解鮮雇薫 
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行政の守備範囲の再

点検 

行財政システムの簡

素・効率化 

~ 

→ 

→ 

→ 

→ 

	ノ 

事務事業の整理統合及び廃止 
× 

/ 

民間委託等の推進 

組織機構の見直し 

定員管理・給与の適正化、人材育成の推進了、 

経費節減等と財源確保による適切な財政運営1 

→ 

→ 

が愛費ヂへの攻ク駆み 

一薦カあ -Jg羽るぐ俳みよll豊かなま窃の男男倉回 で一 

旧五所川原市、 旧金木町及び旧市浦村は、 より良いまちづくりのため合併し、平成17年 3 月28日、 

新五所川原市が誕生しました。 

これにより、五所川原市は新たな魅力と活力を得ましたが、合併が即行財政基盤の強化を意味する

ものではなく、今後の行財政体制の整備・改革がなければ行財政面で十分な合併効果を得ることはで

きません。 

市では、限られた予算を有効に活用し、最小の経費で最大の効果をあげる行財政体制を確立するこ

とで、真に実りある合併とし、 「活力ある・明るく住みよい豊かなまち」 とするため、 平成17年度か

ら平成21年度までの 5年間において取り組むべき主な課題を内容として、五所川原市行政改革大綱と

合わせ、 その実践計画である五所川原市集中改革プランを 3月20日に策定いたしました。 

今回は行政改革大綱と集中改革プランの概要をお知らせします。 

五所期 原市行政改革大綱 

行政改革大綱は、合併前の 3市町村が続けてきた行政改革への努力を更に実りあるものとするため、 

平成21年度までの 5年間において実現すべき主な目標を掲げたものであり、市が実施する行政改革の

指針となるものです。 

最小の経費（労力）で最大の効果を上げることで、単なる経費削減ではなく、余剰経費（余力）をもっ

て、新たなまちづくり、新たなサービスを実践できる基盤を整備することが、行政改革大綱の統一し

た目標となっています。 

   

五所 

 

LJILI 

  

   

         

 

長期的視野に立った

協働のまちづくり 

       

  

× 
開かれた市政と市民参画の推進 

 

        

         

         

地方公営企業の見直し 

匡戸クターの見直し 
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敏政せ！I、環 

五所川原市集中改革プランとは 

集中改革プランは、行政改革大綱の下位に位置づけられる実践計画であり、行政改革

大綱と同じく、平成 17年度から平成 21年度までを計画期間としています。内容は、行

政改革大綱に規定される 8つの実践方針ごとに改革項目が掲げられ、具体的な数値目標

や実施年度などが記載されています。 

なお、集中改革プランは、毎年度、助役を本部長とずる五所川原市行政改革推進本部

において評価、見直しが行われるほか、少子・高齢化の進行に代表される時代変化や価

値観の多様化による行政需要の変化に応じて随時追加・修正されていきます。 

五所川原市集中改革プランの概要 

集中改革プランの概要について、改革項目ごとにその内容をお知らせします。 

1，開かれた市政と市民参画の推進 

市政に関する情報を、広報紙及びホームページを通じて提供していくとともに、弓は続き、市政に対して 

広く意見を求めていきます。 

実践計画 
	

実 施 項 目 
	

実施年度 

パブリックコメント制度の導入 
	

平成 19年度 

本庁、総合支所への意見箱の設置 平成 17年度 

 

本庁では 2 階、 3階、 4階の各階廊下に、金木総合支所では 1階ロビーに引き続き意見箱を設置し、市民 

の皆さんからの意見を受付しております。 

市浦総合支所では、 3月20日より意見箱を設置し、意見の受付を開始しています。 

2．事務事業の整理統合及び廃止 

既存の事務事業全てについて存続の是非に再検討を加え、効果や効率性の観点から所期の目的を達成した

事業等の廃止・縮小や類似する事業の統合など事務事業の見直しを行い、事務事業の整理合理化を進めてい

きます。 

3．民間委託等の推進 

住民サービスの維持向上等に留意しながら、行政運営の効率化を図るため、積極的かつ計画的に民間委託 

等を推進します。 

また、利用状況等により見直すべき施設については、必要に応じて廃止・縮小・統合を検討していきます。 

実践計画 

区分・対象数 実 施 項 目 施設・業務数 実施施設、業務名称 

公の施設 
272施設 

施設の廃止 18施設 
市営相撲場、児童遊園（2 箇所）、 
集会所（ 2施設）など 

指定管理者制度の導入 53施設 

太宰治記念館「斜陽館」、津軽
三味線会館、コミュニテイセン
タ―(16施設）など 

公の施設以外の 
施設 

264施設 

公の施設以外の施設の統合・廃

止 
25施設 

消防屯所（ 7 施設）、教員住宅 
(6施設）、物置など 

全部委託の実施 8施設 
五所川原地域職業訓練センター、 
相内地区浄化センタ一など 

一部委託の実施 48施設 本庁舎、総合支所庁舎など 

業務委託 
（継続を含む。） 

法定点検や専門性の高い委託業
務以外の業務の委託 

191業務 
庁舎清掃、夜間警備、電話交換、 

―般ごみ収集など 
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万質α嚇への攻ク超み 

4．組織機構の見直し 

スクラップ・アンド・ビルドを基本として組織のスリム化を図るとともに、行政の総合力を発揮できるよ 

うな体制にします。 

実践計画 

実 	施 	項 	目 実施年度 

農業センタ一事務の農政課への統合 平成 18年度 

指定管理者制度導入による各施設からの職員引き上げ 

・津軽三味線会館 

・太宰治記念館「斜陽館」 

・っがる克雪ド―ム 

1
8
'
I1
9
 

 

平
 
平
 
成
 
成
 
年
 
年
 
度
 
度
 

平成 18年度 公闘管理業務の一元化 

五所川原地区の支所の廃止 平成 19年度 

金木第1保育所、第2保育所、第3保育所及び第4保育所の統合 平成 19年度 

総合支所の事務事業の見直し 毎 年 度 

5．定員管理・給与の適正化、人材育成の推進 

市の職員数については、職員採用の抑制等全体として削減を基調とし、継続して定員管理の適正化に努め 

ます。 

職員削減の計画 

区 	分 
計画前年度 計画期間の状況 H22.4. 1 期間内計 

平16 平17 平侶 平19 平20 平21 平22 人数 

退職者数 i37 L16 △ 22 △ 34 △21 L39 / L 132 

採用者数 // 20 15 10 12 17 26 80 

その他 / 0 0 0 0 0 0 0 

現員（4.1現在） 940 923 922 910 888 884 871 一／一一一一一一ー 

対前年度増減数 / A17 L1 △12 L22 △ 4 L13 △52 

（退職者及び採用者数には、医師 看護師等を含みます。） 

	

一 	給与については、国県準拠の原則を踏まえ、引き続き、給与水準の適正化に配慮します。 

	

’ 	また、財政状況を考慮し、職員給与の削減も検討していきます。 

さらに、職員一人ひとりが「全体の奉仕者」 として意欲をもって職務に取り組み、能力を最大限に発揮で

きるよう、「五所川原市人材育成基本方針」 に基づく人材育成に今後も積極的に取り組んでいきます。 

6．経費節減等と財源確保による適切な財政運営 

市の厳しい財政状況を踏まえて、歳入確保、歳出削減に向けた各種の取り組みを積極的に行っていきます。 

区分 取 組 目 	標 ・ 事 	項 

歳入関係 

・税の徴収対策として、口座振替の促進、滞納者に対する納付相談等を強化し、 

徴収率向上に努めます。 

・平成18年度に、近隣の自治体や民間との均衡等を調査し、使用料、手数料を

見直していきます。 

・情報公開を積極的に行うことで、未利用財産の売り払いを進めます。 

歳出関係 

・公の施設にあっては、指定管理者制度を積極的に導入し、民間の経営発想に

より経費節減を図ります。 

・施設等維持費にっいては、単価、作業内容等を見直し、職員ができるものは

職員が実施するなど経費削減に努めます。 

五所川原市役所 費35- 2111 平成18年 4月1日 6 



区分 取 組 	目 	標 ・ 事 項 

歳出関係 

・市が単独で行っている補助金にっいては廃止・縮減を進めていきます。 

・単年度に財政負担が集中しないよう可能な限り年度間の平準化を圏るなど、 

長期的な観点から投資的経費の見直しを進めていきます 

・内部管理経費にっいては、一律 10％縮減に努めます。 

・その他事務事業にっいても、行政と民間との役割を整理し、民間可体への移 

行を促進するなど整理合理化に努めます。 

今後、何の見直しも行わず、現在の事務事業をそのまま継続していった場合、平成 17年度からの 6年間で

約 52億 8千万円の累積財源不足が想定されていますが、こうした集中改革プランを実践していくことで、現

段階では約 25億 2千万円の縮減効果を見込んでいます。 

さらに、集中改革プランを毎年度見直ししていくことで、今後、更に縮減効果を増大させ、計画終了時点

で財源不足を解消することとしています。 

7．地方公営企業の見直し 

市が行っている病院事業、水道事業及び工業用水道事業に二)I,、ては、収支等の財務的な観点だけではなく、 

提供するサービスの質、利用者の満足度、安全性等にも着目した中期経営計画を策定し、経営改革の推進を

図っていきます。 

8．第三セクターの見直し 

市が監査を実施できる法人（市が 25％以上出資する法人）である第三セクタ-6社については、市が実施す

る行政サービスと密接な関わりを持つことから、経営環境の変化に対応したコスト削減、職員数の適正化等

の実施による健全経営を出資の範囲内で求めていきます。 

実践計画 

第三セクター名称 取 組 内 容・目 標 

五所川原市土地開発公社 
市の定期点検評価の継続、財務諸表・市の財政支援の

状況の公表など 

財団法人五所川原市自治振興公社 
改革指針の策定（平成 18年度）、職員数の削減及び給

与の見直し（平成 21年度）など 

社団法人市浦畜産振興公社 
改革指針の策定（平成 18年度）、職員数の削減（平成 

20年度）及び給与の見直し（平成 21年度）など 

十三湖環境整備株式会社 
改革指針の策定（平成 18年度）、職員数の削減（平成 

20年度）及び給与の見直し（平成 19年度）など 

五所川原街づくり株式会社 外部監査体制の継続、市の定期点検評価の実施など 

改革指針の策定（平成 18年度）、外部監査体制の継続

など 
財国法人五所川原市体育協会 

なぜ今、行政改革？ 

子テ政改革は合併前の 3市町村においても継続して取り組んできた行政課題ですが、× 

地方交付税や各種補助金の削減、構造的不況下による税収減など地方公共団体を取り 

巻く財政環境は、厳しさを増すー方となっています。 

加えて、少子・高齢社会への対応など行政需要はますます拡大していることから、 

地方公共団体は、こうした財政状況の逼迫と事務・行政需要の増大を整合させ、住民 

サービスを維持していくことが求められています。 
、  

行政改革大綱、集中改革プランを全部見たいという方は 

五所川原市行政改革大綱、五所川原市集中改革プランは、市ホームページで公開しているほか、市役所 

4階、総務課でも閲覧できます。 	 問い合わせ先 総務課行政係 内線403 。 407 
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五所川原市役所 容35一2111 平成18年 4月1日 

三
月
十
一
百
、
合
併
記
念
五
所
川
原

全
国
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揚
げ
大
会
（
五
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原
津
軽
凧

連
合
会
主
催
・
一
戸幸
雄
会
長
）
が岩

木
川
河
川
公
園
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
凧
愛
好
者
が
自慢
の
凧
を
飛

ば
し
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
地
元
は
も
と
よ
り
県
内
各

地
や
北
海
道
、
茨
城
、
新
潟
、
長
野
、
 

奈
良
な
ど
か
ら
四
十
五
団
体
・
約
六
百

人
が
参
加
し
、
各
地
域
の
伝
統
凧
や
創

作
凧
が
春
ま
ぢ
か
の
大
空
に
舞
い
揚
が

り
ま
し
た
。
 

凧
の
種
類
別
に
分
け
ら
れ
た
六
部
門

で
は
、
見
栄
え
ゃ
技
術
、
マ
ナ
ー
の
ほ
 
 か

津
軽
凧
の
部
門
で
は
「
ぐ
ん
ぐ
」
 
の

う
な
り
の
勇
ま
し
さ
を
競
い
合
っ
て
い

ま
し
た
。
 

様
々
な
凧
が
登
場
し
た
創
作
凧
の
部

で
は
、
い
か
、
鶴
や
五
角
形
、
六
角
形

の
凧
が
当
た
り
一
面
に
揚
が
り
、
凧
の

糸
が
絡
み
合
う
シ
ー
ン
も
見
ら
れ
参
加

者
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
、時
折
強
い
西
風

が
吹
く
凧
上
げ
に
は
絶
好
の
日
よ
り
で
、
 

午
後
の
団
体
の
部
で
は
西
の
内
五
十
枚

ク
ラ
ス
の
凧
があ
ち
こ
ち
に
揚
が
り
、
 

周
り
か
ら
歓
声
と
拍
手
が
響
い
て
い
ま

し
た
。
 

、
ん
誕
警
記
撒
品
 

贈
呈
式
 

七
和
地
域
住
民
協
議
会
 

（伊
藤
博
会
長
）
は一11月
十

九
日
、
 コ
ミ
ュ
 ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
七
和
で
第
八
回
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
品
贈
呈

式
を
行
い
、
地
域
で
昨
年

中
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

十
五
人
を
祝
い
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
身
長
や
体
重

な
ど
の
誕
生
記
録
に手
形
・

足
形
と
写
真
を
ま
と
め
た
 

「命
名
ァ
ル
バ
ム
」
 
の
ほ

か
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

伊
藤
会
長
は
、
「少
子

化
の
中
、
赤
ち
ゃ
ん
は
地

域
に
と
っ
て
貴
重
な
宝
。
 

皆
で
温
か
く
見
守
り
育
み

ま
し
さ
つ
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

両
親
を
代
表
し
て
煙
李
 

（
き
らり
）
ち
ゃん
の
父
・

今
正
樹
さ
ん
が
「
心
身
と

も
に
健
や
か
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
子
に

な
る
よ
う
育
て
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
 

運身て〕こがをyごめ凧糸を引く 



新
五
所
川
原
市
の
冬
季
観
光
誘
客
促

進
を
目
的
に
、
三
月
十
日
か
ら
二
泊
一1
1
 

日
の
日
程
で
冬
津
軽
体
験
ッ
ァ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ッ
ア
ー
は
、
 
 
2
0
2
0
年
に
予

定
さ
れ
て
い
る
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅

開
業
を
見
据
え
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を

探
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
と
し
て
初
め

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

県
内
外
か
ら
参
加
し
た
六
十
歳
代
の

男
女
二
十
人
は
、
 ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
は

ん
ち
ゃ
（綿
入
り
は
ん
て
ん
）
を
着て
、
 

立
侵
武
多
の
館
を
見
学
し
、
そ
の
雄
大

さ
に
驚
き
な
が
ら
、
唯
子
体
験
や
製
作

体
験
を
し
ま
し
た
。
 

途
中
全
員
に
マ
イ
ク
が
配
ら
れ
、
五

所
川
原
市
出
身
の
吉
幾
三
さ
ん
の
 
「津

軽
平
野
」
を
こ
め
米
ロ
ー
ド
で
歌
い
、
 

か
ら
来
た
と
い
う
小
木
曽
弘
、
道
子
ご

夫
婦
は
、
「津
軽
弁
は
、
わ
か
ら
な
く

て
も
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
本
当
に
楽

し
い
ツ
ア
ー
で
し
た
。
 こ
れ
で
青
森
を

見
る
目
が
変
わ
り
ま
し
た
」
と
満
足
げ

に
話
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
 

最
終
日
に
は
、
岩
木
川
河
川
敷
で
行

わ
れ
た
凧
揚
げ
大
会
に
も
参
加
し
、
童

心
に
返
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
 

金
木
子
ど
も
教
室
実
行
委
員
会
（西

村
司
会
長
）
は
三
月
十
一
日
、
保
健
セ

ン
タ
ー
金
木
で
ク
ッ
キ
ー
作
り
教
室
を

開
催
し
、
小
学
校
1
年
生
か
ら
中
学
校
 

3
年
生
ま
で
の
約
五
十
人
が
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
を
前
に
お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
ア
ー
モ
ン
ド
ク
ッ
キ
ー
と

ミ
ル
ク
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
挑
戦
し
、
子
ど
 

も
た
ち
は
マ
ー
ガ
リ
ン
を
触
り
生
地
作

り
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
 

ブ
ン
で
こ
ん
が
り
狐
色
に
焼
き
あ
が
る

頃
に
は
香
ば
し
さ
が
広
が
り
、
自
分
の

ク
ッ
キ
ー
の
出
来
栄
え
に
一
喜
一
憂
し

て
い
る
姿
が
と
て
も
微
笑
ま
し
く
思
え

ま
し
た
。
 

冬
津
軽

億
験

ツ
ア
り
で
 

五
弼
棚
原

澗
喫
 

『
曾
の
津
経
臓
、
臓
歌
誇
ぺ
』
 

お
い
し
与い
ク
ッ予

で
責
ま
し
町
 

金
木
子
ど
も
教
室
 

磯
松
地
区
の
カ
ッ
チ
ョ
（
風
垣
）通
り
で
 
ー
 

は
、
赤
5
い
り
ん
ご
の
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン

を
片
手
に
タ
日
が
沈
み
か
け
た
日
本
海

に
向
か
っ
て
「
雪
国
」
を
歌
い
ま
し
た
。
 

次
の
日
は
、
陶
芸
体
験
、
ス
ト
ー
ブ

列
車
搭
乗
、
三
味
線
演
奏
な
ど
体
験
し

た
後
、
練
御
殿
に
宿
泊
し
、
自
慢
の
海

草
シ
ャ
ブ
シ
ャ
ブ
な
ど
を
堪
能
し
ま
し

た
。
 イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
千
葉
県
 

金木中学校 3 年生の 3 人組 
「作ったクッキーはどうするの？」 
荒関くん・山田くん「友だちと一緒に食 
べます」 
桜庭くん 「彼女にプレゼントします」 
（ハート型のクッキーでした） 

そ句γ・込 わあ飛亙だ飛垂だ 
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平
成
十
八
年
第
】
回
定
例
会
が
三
月
 

「
百
か
ら
十
六
日
ま
で
の
十
四
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
、
六
十
三
議
案
を
可

決
、
承
認
。
人
事
案
件
で
は
市
農
業
委

員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
委
員

四
人
を
推
薦
し
ま
し
た
。
 

〈
議
会推
薦
農
業
委
員
〉
 

森
義
博
氏
、
佐
藤
欣
昭
氏
 

中
谷
肇
氏
、
村
元
則
美
氏
 

定
例
会
の
初
日
に
雨
森
市長
職
務
代

理
者
は
、
「現
在
、
市
長
が
入
院
中
で

す
が
市
長
の
政
策
、
指
示
に
従
い
行
政

を
執
行
し
て
き
ま
し
た
。
予
算
編
成
は
、
 

市
長
の
命
に
よ
る
『
予
算
編
成
方
針』
 

に
基
づ
き
義
務
的
経
費
と
継
続
事
業
を

優
先
的
に
措
置
し
、
新
規
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
事
前
に
市
長
か
ら
指
示
を
受

け
て
い
る
事
業
を
計
上
し
、今
後
市
長

が
公
務
に
復
帰
す
る
ま
で
の
間
市
政
の

停
滞
、
市
民
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う

関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
努
力
い
た
し
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
 

今
年
度
の
一
般
会
計予
算
は
、
昨
年

度
当
初
予
算
の
u
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
一
一

百
七
十
七
億
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

,
 

を
廃
止
す
る
条
例
案
 

◇
公
の
施
設
の
指
定
管理
者
の
指
定
に
つ
い
て
 
十
一
 

件
 

◇
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
 

◇
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
規約
の
変
更
に
つ
い
て
 

◇
五
所
川
原
市
金
木
水
稲
共
同
育
苗
施
設
設
置
条
例
等
 

案
 

◇
専
決
処
分
の
承
認
を
求
める
こ
と
に
つ
い
て
二
件

◇
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計補
正
予
算
ほ

か
八
件
 

◇
平
成
十
八年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
予
算
ほか
十

七
件
 

◇
五
所
川
原
市
の
総
合
支
所
設
置
条例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
津
軽
鉄
道
株
式
会
社
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
課
税
免除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改正
す

る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正す
る
条

例
案
 

◇
五
所
川
原
市
農
村
公
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
児
童
遊
園
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
 

鳳
則
決
さ
れ
た
議
案
 」
 平成18年度の主な事業 

安全で快適な住みよいま引 

z083千円 

679,642千円 

143,744千円 

2458千円 

〇農協経営基盤強化総合対策事業 

〇五所川原市航空防除組合補助事業 

〇中山間地域等直接支払事業 

〇県営外ケ沢下地区ため池等整備事業 

⑥県営ニノ沢地区ため池等整備事業 

3,566千円 

11,070千円 

41,130千円 

704千円 

5,389千円 

〇交通整理員設置事業 

〇西北五環境整備事務組合負担金

〇ごみ収集・リサイクル推進事業

〇ごみ減量化啓発事業 

〇雪寒機械購入事業（ロータリ除雪車などを購入） 38,084千円 	〇県営相内地区担い手育成基盤整備事業 22,050千円 

〇交通安全施設等整備事業 15,236千円 	〇県営金木南部地区ふるさと農道緊急整備事業 7,500千円 

● 〇金木駅裏団地市営住宅建替事業 〇県営十三漁港分港整備事業 50,000千円 

健やかで潤いのあるまち 〇「立侵武多の館」運営費貸付事業 50,000千円 

〇養護老人ホーム運営事業 125,614千円 次世代に誇りをもって引き継ぐまち 

〇生活支援ハウス運営事業 14,967千円 〇大町二丁目地区土地区画整理事業 880,940千円 

〇障害者ディサービス事業 4,350千円 〇広田・尻無線特定交通安全施設等整備事業 142,000千円 

〇知的障害者支援事業 416,874千円 〇南部地区土地区画整理事業 29,500千円 

〇五所川原市子宝祝金事業 13,680千円 〇中部26号線市街地駐車場整備事業 120,000千円 

〇（仮称）五所川原市生き活きセンター建設事業 515,771千円 〇藤枝 1線道路改良事業 5,794千円 

〇病院群輪番制等運営費 

〇乳幼児医療給付事業 

10,326千円 

49,525千円 

心豊かでたくましい人づくり 

t233,687千円 〇五所川原第一中学校建設事業 

〇出産費資金貸付事業 8,640千円 〇楠美家住宅活用促進事業 174,076千円 

〇戸籍電算システム導入費 46,921千円 〇市内遺跡発掘調査事業 5,510千円 

活力と魅力のあるまち 〇埋蔵文化財調査保護事業 708千円 

〇計画転作促進事業 

〇あおもり施設農業拡大対策事業 

＠あおもり水田農業緊急再生事業 

〇「冬の農業」産地拡大施設整備事業 

8,836千円 

a263千円 

4,972千円 

a680千円 

共に支え合う開かれたまち 

342千円 

t396千円 

〇地域審議会運営費 

〇行政連絡パス運行費 

＠りんご担い手パワーアップ支援事業 807千円 ⑥は、新規事業及び一部新規 
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自
分
が
で
き
る
こ
と
か
⑤

・
・・
 

生
混
学
圏
撤
進
大
会
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子
ど
も
達
を
守
ろ
ーつ
と
防
犯
ベ
ル
寄
贈
 

三
月
十
二
日
、生
涯
学
習
推
進
大
会

が
、
 市
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィセ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、住
民
約
百
五
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
 

全
体
会
議
で
は岩
谷
勇
幸
さ
ん
（
立

侵
武
多
の
館
館
長
）
が
 
「
立
侵
武
多
が

変
え
る
人
と
町」
と
題
し講
演
を
し
ま

し
た
。
「立
侯
武
多
は
、
川
と
戦
い
苦

労
し
て
き
た
先
人
か
らの
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
は
な
い
か
。
安
心
し
て
住
め
る
街
を

作
っ
て
く
れ
た
。
い
ま
で
は
市
民
の
心

の
支
え
と
な
って
い
る
。
立
倭
武
多
を

復
活
さ
せ
た
こ
と
が
、小
さ
く
て
も
き

ら
り
と
輝
く
北
の
街
へ
と導
い
て
く
れ

た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

実
践
発
表
会
で
は
桜
庭
昌
孝
さ
ん
 

（市
浦
分
校
講
師）
が
「生
徒
た
ち
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
海岸
清
掃
・
除
雪
等
）
を

し
て
達
成
感
を
味わ
い
協
調
性
を
養
う

こ
と
が
で
き
た」
と
報
告
し
ま
し
た
。
 

秋
田
谷
勇
さ
ん
（相
内
地
区
子
ども

を
守
る
会
副
会
長
）
は
 
「

子
ど
も
を
事

故
か
ら
守
る
の
は大
人
の
責
任
。
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
ず
自

分
た
ち
で
や
る
し
か
な
い
」
と
同
会
を

立
ち
上
げ
た
い
き
さ
つ
、
巡
回
方
法
に

つ
い
て
等
の
説
明
を
しま
し
た
。
 

野
呂
美
奈
子
さ
ん
（
「子
ど
も
ネ
ッ
ト

ワ
ーク
・す
て
っぷ
」
事
務
局
長
）
は「子

ど
も
は
地
域
み
ん
な
で育
て
て
い
く
こ
と

が
大
事
。
親
子
で
遊
ぶ
お
祭
り
、
読
み

聞
か
せ
等
の
活
動
を
通
し
て
親
子
の
紳

を
深
め
た
」
と
発
表
しま
し
た
。
 

発
表
の
後
は津
軽
三
味
線
の
工
藤
満

次
さ
ん
、
ま
ん
じ
愛
華
さ
ん
に
よ
る
三

味
線
演
奏
が
行
わ
れ
参
加
者
を
魅
了
。
 

ま
た
金
木
地
区
の
小
中
学
生
に
三
味
線

指
導
し
た
労
を
讃
え
、
高
松
教
育
長
か

ら
両
氏
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
軍
も
『
回
ポ
つ
ン

大
賞
』
「
］
頭
冒
 

五
所
川
原
市
少
年
少
女
発明
ク
ラ
ブ
 

第
七
回
青
森
県
げん
ね
ん
ジ
ュニ
ア

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
・
ェ
もス
パ

ー
 

ト
（
上級
）
部
門
で
最
高
賞
の
 
「

口
ボ
コ

ン
大
賞
」
 
に
輝
い
た
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

が
三
月
七
日
、市
役
所
を
訪
れま
し
た
。
 

受
賞
し
た
「
月
光
」
は
畳
八
枚
分
の

広
さ
の
コ
ー
ト内
に
あ
る
三
つ
の
シー

 

ソ
ー
を
、
 
ボ
ー
ル
や
ス
チ
ー
ル缶
、
発

砲
ス
チ
ロ
ー
ルの
立
方
体
をう
ま
く
使
っ

て
傾
け
る
ゲ
ー
ム
で勝
敗
は
ベ
ス
ト
8
 

で
し
た
が
、
ロ
ボ
ット
の
で
き
が
評
価

さ
れ
審
査
員
特
別
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
 

今
年
で
最
後
の
活
動
と
な
る高
谷
匠

さ
ん
（五
一
中
2

年
）
は
「準
々
決
勝
で

油
断
し
負
け
て
し
ま
っ
た
が
「
口
ボ
コ

ン
大
嘗
を

取
る
こ
と
がで
き
て良
か
っ

た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
 

（
野
呂
賢
一
会
長
）
 

月
十
九
日
、
金
木
地
区
の
小
学
校
 

3

校
の
新
1

、
3

年
生
を
対
象
と
して

三
百
個
の
防
犯
ベ
ルを
寄
贈
。
野
呂
会

長
は
「
大
事
な
子
ども
た
ち
の安
全
を

確
保
し
た
い
と
願
い
な
が
ら寄
贈
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

一
 〇
ス
ナ
ソ
ク
の
ぶこ
（川
端
町
七
五二
）H
 

〇
五
所
川
原
市
連
合婦
人
会
金木
支
部

金
木
婦
人
会
（
佐々
木
八
重代
表
）H
 

八
千
五
百
一
円
。
 

〇
新
日
本
舞
踊
藤
都
流
（
藤
都誉
美
穂

家
元
）H
三
万
円
。
 

医
療
法
人
白
生
会
胃
腸
病
院
 

（
佐
藤
浩
平
会
長
）
 

一月
一
一十
日
、
防
犯
ベ
ルを
西
北
五

地
域
に
二
千
七
百
個
、
う
ち
千
二百
個

を
当
市
の
新
1
5
2

年
生
に
寄
贈
。
佐

藤
会
長
は
「
防
犯
ベ
ル
を
見
て
不
審
者

が
犯
罪
を思
い
止
め
、
子
ど
も
達
を
守

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
話
しま
し
た
。
 

⑥
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
五
所
川
原
甚
句
保
存
会
（
山
本
永
悦

会
長
）H
訪
問
（
歌
、舞
踊
披
露）
。
 

〇
鶴
ケ
岡
皆
楽
会
（川
浪
正
造
会長
）H
 

訪
問
（
歌
、舞
踊
披
露
）
。
 

⑥
助
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
飛
嶋
イ
ッ
子
さ
ん
（
柳
町
五
四
）H
五

十
万
円
（
教
育
振
興
の
た
め
）
。
 

一
 

二
万
三
千
百
八
十
七
円
。
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
 

」」
ざい
ま
し
た
 



、市
浦
地
区
観
光
宿
泊
施
設
ン
 

4
月
1
日
よ
り
受
付
開
始
 

市
浦
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
 

皿
（
6
2)
2
7
7
5
 

、青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
1
一

業
務
開
始
 

皿
0
1
7
(
7
2
6
)
61
0
0
 

一
都
市
再
生
街
区基
本
調
査
 

「に
伴
う
現
地
調
査
及
び

測
量
を
実
施
し
ま
す
 

国
土
地
理
院
東
北
地
方
測
量
部
 

皿
0
2
2
(
2
9
5
)
8
61
1
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
エ
セ
ンタ
ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 
内
線
3
5
3
 

変電所 

道路撤去部分 

新設道路 	I 
―県道 
福山・五所川原線 

4
月
社
知
ら
「
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
 
0●I
 

●

4
月
1
3日
困
 
1
0時
5
1
2時
 

4
月
2
7日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
…
行
政
相
談
委
員
 

⑨
行
政
・
人
権
合
同
相
談
 

狙
（
5
3)
2
1
1
1

内
線
1
2
6
 

●

4
月
2
6日
困
 
1
0時
5
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
「蚕
議
室

◇
相
談
員
…
行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員
 

⑥
税
金
の
相
談
 

税
務
課
 
内線
4
 〔
ノ」
（0
 

相
続
税
・
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

4
月
2
1日
囲
 
9
時
3
0分
、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
・
・
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
 

西
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ども
セ
ンタ
ー
 

（
保
健
部
）
保
健予
防
課

皿
（3
4)
21
0
8
 献
（3
4)
7
51
6
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭
や
職
場
で
の

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
ノ
イ
ロ

ー
 

ゼ
気
味
、
お
年
寄
り
の
ひ
ど
い
も
の
忘
 

れ
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

4
月
1
4日
囲
 
1
35
1
4時

五
所
川
原
保
健
所
 第
一
相
談
室
 

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、
ど

こ
に
行
こ
う
か
迷
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

市
浦
地
区
に
あ
る
観
光
宿
泊
施
設
は環

境
に
恵
ま
れ
た
レク
リ
エ
ー
シ
ョン
ゾ

ー
 

ン
で
す
。
十
三
湖
に
浮
か
ぶ
中の
島
ブ

リ
ッ
ジ
パ

ー
ク
は
遠
浅
で
し
じ
み
採
り

が
体
験
で
き
、歴
史
民
俗
資
料
館
に
は

十
三
湊
の
栄
華
を
誇る
足
跡
が
展
示さ

れ
て
い
ま
す
。
 ま
た
、
磯
め
ぐ
り
八
つ

橋
を
渡
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
海
辺
を探

索
す
る
脇
元
海辺
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
は

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施
設
「
しー
？
り
ん
 

ど
海
遊
館
」
も
近

く
、
 

 
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ

体
験
が
で
き
ま
す
。
 

◇
主
な
施
設
 

・

中
の
島
“フ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ク
 

ケ
ビ
ン
ハ
ウ
ス
 

4
名
様
用
1
0
0
0
0
円
 

6
名
様
用
1
2
0
0
0
円
 

・

脇
元
海
辺
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

バ
ン
ガ
ロ
ー
…
1
棟
7
0
0
0
円

練
御
殿
 

1
名
様
3
0
0
0
円

◇
宿
泊
の
予
約
…
全
て
中の
島
ブ
リ
ッ

ジ
パ
ー
ク
（8
時
3
0分
5
1
7時
）
へ
 

（県
土
整
備
事
務
所
が

統
合
し
ま
す
 

五
所
川
原
県
土
整
備
事務
所
総
務
室
 

皿
（
3
5)
2
1
0
5
 

4
月
1
日
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
五
所
川
原
県
土
整
備
事務
所
と
鯵
ケ

沢
県
土
整
備
事
務
所
が統
合
し
ま
し
た
。
 

鯵
ケ
沢
県
土
整
備
事
務
所
は
、五
所
川

原
県
土
整
備
事
務
所
鯵
ケ沢
道
路
河
川

事
業
所
と
な
り
、
つ
が
る
市
及
び
西
津

軽
郡
の
公
共
施
設
の
管
理
や
整
備
等
の

一
部
の
業
務
を担
当
し
ま
す
。
 

統
合
に
伴
い
、
五
所
川
原
県
土
整
備

事
務
所
に
砂
利
・
採
石
の
採
取
計
画
認

可
及
び
各
種
占
用
許
可
の
事
務
を
担
当

す
る
財
産
管
理
課
を
新
設
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
五
所
川
原
県
土
整備
事
務
所

の
場
合
、
名
称
に
変
更
は
な
く
、
五
所

川
原
市
の
皆
様
に
関係
す
る
業
務
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
行
い
ま
す
。
 

、
 

 4
月
か
ら
自
立
支
援
医
療
費

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
 

家
庭
福
祉
課
 
内
線
2
4
4
 

従
来
、
更
生
医
療
・
育
成
医療
・
精

神
通
院
医
療
と
分
か
れ
て
い
た
公
費
医

療
費
制
度
が
、
4
月
よ
り
自
立
支援
医

療
費
制
度
と
し
て
一
本
化
しま
す
。
対

象
者
に
は
す
で
に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
 

手
続
き
を
ま
だ
済
ま
せ
て
い
な
い
方
は

お
早
め
に
お
願
い
しま
す
。
 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
保
健

所
が
行
っ
て
き
た
放
浪
犬の
捕
獲
や
ペ
ッ

ト
に
関
す
る
苦
情
対
応な
ど
の
業
務
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
動
物
ふ
れ
あ
い
活

動
ゃ
ァ
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
推
進
事
業
な

ど
の
新
し
い
事
業
も
行
い
、
命
の
大
切

さ
を
実
感
で
き
る
総
合
的
な
動
物
愛
護

管
理
行
政
を
推
進
しま
す
。
 

な
お
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
ペ
ッ

ト
に
関
す
る
相
談
窓
ロ
は
、五
所
川
原

保
健
所
に
も
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、ご

利
用
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
所
在
地
 
〒
0
3
9
1
3
50
5
 

青
森
市
大
字
宮
田
字
玉
水
m
i
 

◇
実
施
期
間
…
4
月
5
1
9年
3
月
末

◇
対
象
区
域
・
・
市
内D
I
D
（
人
口集

中
地
区
）
地
域
 

◇
内
容
…
公
共
基
準
点
、
官
民
境
界
杭

な
ど
の
状
況
調
査
及
び
基
準
点
測
量

※
作
業
員
は
国
土
交
通
省
の
発
行
す
る

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
 

●

4
月
2
6日
困
 
1
1時
4
5分

、
1
3時

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
…
地
元
の
梅
で
作
った

梅
漬
け
、
一
豆
腐
、み
そ
、
漬
け
物
等
。
 

、烏
森
地
区
内
 

ノ
 

道
路
の
お
知
ら
せ
 

区
画
整
理
課
 
内
線
3
4
5
 

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、
烏
森
地
区
内
東
北
電
力
（
株）
変
電

所
南
側
付
近
の
道
路
の
通
行
が
一
部
変

更
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
現
地
案
内
看
板
を設
置
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
は
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
 

◇
案
内
看
板
設
置
期
間
 

4
月
1
日
、
3
0日
（予
定
）
 

1
2
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環
境
対
策
課
か
ら
お
知
ら
せ
 

自
動
車
税
の
ク
リ
ー
ン化
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
納
税
課
 

阻
（
3
4)
2
1
1
ー
 

内
線
2
0
9
1
2
1
1
 

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
泥
上
げ）
 

自
動
車
環
境
対策
の
観
点
か
ら
、
新
 
春

の
清
掃
運
動
の
一
環
と
して
側
溝

車
新
規
登
録
か
ら
一
定
の
年
数
を
経過
 
か
ら

上
げ
た
泥
の
回
収
を
行
い
ま
す
。
 

し
た
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
税
 

側
溝
の
泥
上
げを
計
画
し
て
い
る
町
内

の
税
率
が
お
お
む
ね
1
0％
程
度
高
く
な
 
会
は
、
実
施
日
及
び
回
収
日
程
を
環
境

る
重
課
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

対
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
8年
度
か
ら
重
課
対
象
と
な
る
 
◇
泥

上
げ
実
施
期
間
 

自
動
車
は
、
次
の
と
お
り
です
。
 

種 別 重課対象となる自動車 

ガソリン車 
LPG車 

平成 5 年 3 月31日
までに新車新規登
録されたもの 

デイ一ゼ 
ル車 

平成 7 年 3 月31日
までに新車新規登

録されたもの 

※―般乗合用バス、被けん引

車は除かれます。 

県
税
・
市
町村
税
ィ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
 

ht
tpミ
w
w
w・p
r
e
f

・a
o
m
o
r
i
」g・ip、z
e
i
m
u『
 

立
侵
武
多
の
館
か
ら
 

皿
（
3
8)
3
2
3
2
 

立
侵
武
多
の
館
が
2
周
年
を
迎
え
ま

す
。
4
月
2
1日
か
ら
2
3日
ま
で
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
 

広
報
4
月
1
5日
号
に
折
り
込
み
予
定
の
 

「館
タ
イ
ム
ス
」
 
で
お知
ら
せ
し
ま
す
。
 
 

4
月
3
日
回
5
5
月
7
日
回
 

◇
回
収
期
間
…
4
月
2
4日
回
、
 

◇
注
意
事
項
…
必
ず
土
の
う
袋
を
使
用

し

（
土の
う
袋
以
外
は
回
収
し
ま
せ

ん
）
、2
5
3
カ
所
に
ま
と
め
て
乾

燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

※
土
の
う
袋
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
町
内
会
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
 

泥
上
げ
後
に
散
布
す
る
薬
剤
は
町
内

会
長
を
通
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
市
浦
地
区
の
道
路
清
掃
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
別
途
、
町
内
会
長
宛
て
に

連
絡
し
ま
す
。
 

犬
の
ふ
ん
に
困
っ
て
い
ま
す
 

最
近
、
犬
の
 
「ふ
ん
」
 
の
苦
情
が絶

え
ま
せ
ん
。
ご
く
一
部
の
飼
い
主
の
道

徳
意
識
の
欠
如
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

多
大
な
迷
惑
を
か
けて
い
ま
す
。
ま
た
、
 

猫
に
つ
い
て
も
、
「
ふ
ん
」
 
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 ペ
ッ
ト
の
飼
い
 

、
 消

防
本
部
か
ら
お
知
ら
せ
 

消
防
本
部
 
皿
（

3
5)
4
3
8
2
 

五
所
川
原
消
防
署
m
(
3
5)
2
0
1
9
 

金
木
消
防
署
 
m
(5
3)
2
32
2
 

市
浦
消
防
署
 
皿
（6
2)
2
1
1
9
 

春
の
火
災
予
防
運
動
 

県
下
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
連
動
が

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本

部
並
び
に
．五
所
川
原
消
防
署
、
金
木
消

防
署
及
び
市
浦
消
防
署
で
は
、
防
火
P
 

R
の
た
め
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
等
を
実

施
し
ま
す
。
 

『あ
な
た
で
す
 

火
の
あ
る
く
ら
し
の
 

見
は
り
役
』
 

●

期
間
…
4
月
1
0日
回
5
1
6日
回

◇
主
な
行
事
 

・

4
月
1
0日
囲
…
消
防
署
及
び
消
防
団

等
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
 

五
所
川
原
地
区
9
時
3
0分
、
1
1時
3
0
 

分
、
金
木
地
区
9
時
5
1
1時
3
0分
、
 

市
浦
地
区
1
7時
3
0分

、
1
9時
 

・

4
月
1
1日
因
：
女
性
消
防
団
員
に
よ

る
街
頭
広
報
活
動
 

五
所
川
原
地
区
9
時
3
0分

、
1
2時
 

・

4
月
1
2日
困
…
一
日
消
防官
、
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
及
び
五
所
川
原
地
域
防

火
協
会
に
よ
る
街
頭
パ
レー
ド
 

五
所
川
原
地
区
1
0時
5
1
0時
5
0分
 

住
宅
防
火
い

の
ち
を
守
る
 

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

◇
3
つ
の
習
慣
 

・

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
ゃ
め
る
。
 

・

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
ゃ
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

・

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
 

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

◇
4
つ
の
対
策
 

・

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
等
を
設
置す
る
。
 

・

寝
具
や
衣
類
か
らe
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。
 

・

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
 

住
宅
用
消
火
器
等
を備
え
る
。
 

・

お
年
寄
り
ゃ
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。
 

古
く
な
っ
た
消
火
器
の
 

廃
棄
に
つ
い
て
 

腐
食
し
た
消
火
器
の
破
裂
等
に
よ
る

人
身
事
故
を
未
然
に
防
ぐた
め
、
古
く

な
っ
た
消
火
器
は
、
廃
棄
物
業
者
も
し

く
は
回
収
業
者
に
よ
り
引
き
取
っ
て
も

ら
う
よ
う
お
願
い
しま
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
住
宅
防
火対
策

の
一
環
と
し
て
消
火
器
の
普
及
に
ご協

力
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
消
火
器
の
不
法
販
売
等
に
は
、引
き

続
き
ー
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

旧
金
木
町
及
び
 

旧
市
浦
村
か
ら
の
 

1
1
9
番
通
報
に
つ
い
て
 

3
月
2
0日
か
ら
旧
金
木
町
及
び
旧
市

浦
村
か
ら
の
1
1
9
番
通
報
が
五
所
川

原
地
区
消
防
本
部
へ
接
続
さ
れ
て
い
ま

す
。
従
来
、
そ
れ
ぞ
れ
を
管
轄
す
る
消

防
署
へ
通
報
さ
れ
、消
防
車
ま
た
は
救

急
車
が
出
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併

及
び
消
防
組
合
再
編
に
伴
う
広
域
化
に

よ
り
、
効
率
的
な
消
防
活
動
を
図
る
た

め
3
月
2
0日
か
ら
五
所
川
原
市
役
所
に

隣
接
す
る
消
防
本
部
通
信
指
令
室
へ
つ

な
が
り
ま
す
。
指
令
課
で
は
通
報
を
受

け
る
と
た
だ
ち
に
最
寄
り
の
消
防
署か

ら
消
防
車
や
救
急
車
を
出
動
さ
せ
ま
す
。
 

正
し
い
通
報
が
迅
速
・
的
確
な
消
防

活
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
、
電
話
機
の
そ
ば
に自
宅
の

住
所
や
電
話
番
号な
ど
の
必
要
事
項
を

且
I
5た
メ
モ
を
貼
っ
て
お
く
な
ど
、
普

段
か
ら
落
ち
着
い
て
正
確
な
通
報
が
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 

火
災の
問
い合
わ
せ
 
狙
（
3
4)
2
3
2
3
 

医
療
案
内
電
話
皿
（3
4)
4
9
9
9
 

主
は
、
動
物
の

本
能
や
習
性
を

十
分
に
理
解
し

た
適
切
な
飼
育

を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
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◇
開
設
コ
ー
ス
 

・

ワ
ー
ド
（
文
書
デザ
イ
ン
）
 

毎
週
火
曜
日
 

・

エ
ク
セ
ル
中
級
（
表計
算
）
 

毎
週
火
曜
日
 

・

エ
ク
セ
ル
初
級
（
表
計
算）
 

毎
週
木
曜
日
 

、
 

ノ
 

高
齢
者
教
室
 

平
成
1
8年
度
受
講
者
募
集
 

生
涯
学
習
課
 

皿
（
5
3)
2
1
1
ー
 
内
線
3
1
6
 

 

募
集
ガ
【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
 

（
ニ
ュー
ス
ポー
ッ）
体
験教
室
 

市
生
涯
ス
ポ

ー
ッ
協
議
会
 

m
(3
5)
2
6
0
8ま
た
は

携
帯
0
9
0
1
26
0
0
1
9
7
9
0
成
田
 

2
月
か
ら
、
み
ち
の
く
銀
行
中
里

支
店
及
び
み
ち
の
く
銀
行
小
泊
支
店

に
お
い
て
も
市
税
の
ロ
座
振
替
（
自

動
振
込
）
の
申
込
み
を
受
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
口
座
を
お
持
ち
の
方
は
、
 

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑨
ロ
座
振
替
が
で
き
る
も
の
 

市
県
民
税
（
個
人の
普
通
徴
収
分
）
、
 

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
 

市
で
は
、
旧
3
市
町
村
ご
と
に
1
0
同
齢

者
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

対象・・・60歳以上で通学でさる方
申込締切… 4月20日困 

五所川原 金 木 市 浦 

大学名 北辰大学 ひばの樹大学 寿大学 

募集 
1年生 
40人 

1 年生 
40人 

1年生 
30人 

5~2月 
まで11回 

6~2月 
まで 8 回 

6~2月
まで 8 回 

回数 

会場 中央公民館 金木公民館 
市浦コミュ
ニテイセン
ター 

第
2
3回
春
の
山
野
草
展
 

租
（
3
5)
6
9
8
0

蒔
苗
 

山
野
草
に
興
味
の
あ
る
方
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

5
月
6
日
田
5
7
日
回
 

北
地
方
教
育
会
館
2
階
 

◇
主
催
…
五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 

●

4
月
3
日
回
か
ら
毎
週
月
曜
H
 

中
央
公
民
館
 
皿
（3
5)6
0
5
6
 

種
目
…
ダ
ー
ツ
・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
・

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
・
キ
ンボ

ー
 

ル
・
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
・
ク
ロ
リ
テ
ィ

・

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
・
ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
・

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ほ
か
各
種
（参
加
無
料
）
 ×

 

、市
税
は
ロ
座
振
替
 

（
自動
振
込
）
で
き
ま
す
 

収
納
課
 

内
線
4
3
5
5
4
3
8
 

平
成
1
8年
度
か
ら
、
金
木
地
区
お
よ

び
市
浦
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
も
市
税

の
ロ
座
振
替
（
自動
振
込
）
を
ご利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
市
内
の
各
金
融
機
関
等
の
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

第
2
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

『歌
声
の
ひ
と
と
き
を』
 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原

皿
（
3
4)
2
4
4
2

菊
地
 

五
所
川
原
商
業
高
等
学
校

第
2
回
力
ル
チ
ャー
ス
ク
ー
ル
 

租
（
3
5)
5
1
5
1
 

エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
 
コ
ー
ス
 

市
民
り回
ン
 

子ども会の参加も大歓迎．ク 

× 

昔
懐
か
し
い
歌
を
思
い
出
し
楽
し
く

唄
う
サ
ロ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
の
一
部
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
基

金
へ
寄
付
し
ま
す
。
ご
賛
同
く
だ
さ
い
。
 ●

4
月
2
2日
田
 
開
演
1
4時
 

ラ
ヴ
ポ
ー
シ
ョ
ン
（
寺
町）
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
…
1
5
00
円
（
コ
ー
ヒー

 . 

ケ
ー
キ
代
含
む
）
 

電
話
帳
を
配
達

・
回
収

い
た
し
ま
す
 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
 

狙
0
1
2
0
(
5
0
6
)
3
0
9
 

N
T
T
東
日
本
青
森
支
店
で
は
4
月

中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
（
5
月
発

行
）
を
各
ご家
庭
、
事
業
所
へ
お
届
け

し
ま
す
。
そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電

話
帳
は
、
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替
え

い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
N
T
T
で
は
地
球
環
境
保

護
と
し
て
回
収
し
た
古
い
電
話
帳
か
ら

新
し
い
電
話
帳
を
つ
く
る
「
電
話
帳
循

環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

配
達
員
に
渡
せ
な
か
っ
た
方
は
後
日

改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

/
 

就
職
や
再
就
職
、
ァ
ル
（
イ
ト
の
た

め
ェ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
を
習
得
し
ま
せ

ん
か
。
初
歩
か
ら
学
び
ま
す
の
で
初
め

て
の
か
た
も
大
歓
迎
ク
 

●

4
月
1
8日
因
5
6
月
2
9日
困
 

1
8時
3
0分
5
2
0時
3
0分
 

4
F
第
2
情
報
処
理
室
 

◇
定
員
…
各
3
5名
（
一
般の
方
対
象
）
 

◇
講
習
料
…
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
・
各
コ
ー
ス
1
0
0
0
円
）
 

◇
申
込
締
切
…
4
月
1
1日
因
ま
た
は
定

員
に
な
り
次
第
 

※
7
月
の
検
定
試
験
（
日
本
情
報
処
理

検
定
協
会
主
催
／
受
験
料
2
0
0
0
 

円
5
3
0
0
0
円
）
に
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
検
定
試
験
だ
け
の

申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

「そ
ば
打
ち
体
験
者
募
集
 

川
倉
ふ
れ
あ
い
セ
ンタ
ー
農
産
物
加
工

部
会
 

m
(5
3)
2
0
95
白
川

狙
（5
2)
4
5
7
7泉
谷
 

川
倉
地
域
で
収
穫
さ
れ
た
「
そ
ば
」
 

を
使
っ
て
「
手
打
ち
そ
ば
」
を
自
分
で

つ
く
り
、
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
親

子
で
の
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。
 

●

毎
月
第
2
日
曜
日
開
催
 

初
回
は
4
月
9
日
回
 
1
0時
3
0分

、
 

川
倉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
 

◇
参
加
料
…
1
人
1
5
0
0
円
 

◇
持
参
す
る
も
の
…
ェ
プ
ロ
ン
、
三
角
 

巾
等
 

◇
申
込
方
法
…
開
催
日
の
2
旦
剛
ま
で
 

に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
参
加
1
0人
以
上
で
申
し
込
み
の
場
合
、
 

通
常
の
開
催
日
以
外
で
も
年
間
を
通

じ

「
そ
ば
打
ち
体
験
」
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
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五所側原市（野里、神山、松野木、戸沢）財産図 
idJ会i4!i員一般選挙の投票日です球し麟援毎 

＠投票できる方は次のとおりです。 

   

＊年齢要件・・・昭和61年 4 月10日以前に生まれた方

＊住所要件…平成18年1月 3 日以前から各財産区 

の地域に居住し、住民基本台帳に登 

録され、引き続き居住している方 

  

 

⑨投票所・開票所（選挙会場） 

   

＠期日前投票は、次のような事情の方ができます。 

投票日に仕事・レジャーなどで投票所へいけな 

い見込みの方。 

．期間及び時間 

平成18年 4月 5 日から 4 月 8 日まで 

毎日午前 8 時30分から午後 8 時まで 

■場 所…コミュニティセンター長橋 

なお、投票日に出稼ぎや出張等で区域外に

出られる予定の方や出ている方は、不在者投

票の請求をすることができます。告示日前で

も請求できますので、できるだけ早目に請求

をしてください。 

⑥選挙すべき議員の数・・・各財産区 6 人 

五所川原市選挙管理委員会事務局 

TEL 35-2111 内線 491 ---493 

財産区名 投票所・開票所（選挙会場） 

野里財産区 野里集会所 

神山財産区 コミュニテイセンタ一長橋 

松野木財産区 旧五所川原市立松野木小学校 

戸沢財産区 戸沢集会所 

なお、投票所入場券を配布しておりませんの

でお気軽においでください。 

⑥投票時間 	午前 7時から午後 8時まで 

⑨開票は、平成18年 4 月 9 日（即日開票）、午後 8 

時45分から各会場で行います。 

なお、会場の広さの都合により、開票（選挙会） 

参観人の入場を制限することがありますからご協

力をお願いします。 

この選挙についてわからないことがありました

ら左記へお問い合わせください。 
．一，．一一．一．．一．．一．．一‘．一ー一一．．~ 

／皆さんの身近な 

、施設を管理する 市の施設の指定管理者をお知らせします
ノ 

市民の皆さんが日

指定管理者を指定し

す。これで、 4 月1 
とあわせて29施設と 

頃から利用する市の16施設について、 4 月 1日から市に代わって管理運営を行う

ましたので、施設の名称、選定方法と指定管理者となった団体名をお知らせしま

日から指定管理者が管理運営を行う施設は、広報1月1日号でお知らせした施設

なりました。 

施 設 名 称 候補者の選定方法 申込件数 指定管理者の名称 

森 の 家 任意指定 × 社可法人五所川原市シルバー人材センタ― 

五所川原老人福祉センター 任意指定 × 財団法人五所川原市自治振興公社 

金木中央老人福祉センター 任意指定 
、× 

社会福祉法人五所川原市社会福祉協議会 
養護老人りkームくるみ闘 任意指定 × 
金木生活支援ハウス 任意指定 ～× 

市浦生活支援ハウス 任意指定 × 
地域福祉センター 任意指定 ～× 

木材エ芸センタ― 公 	募 1件 しうらクラフト愛好会 

農水産加エセンタ― 公 	募 1件 十三漁業協同組合 

特産品加エセンター 
総合交流促進センター 

公 	募 1件 株式会社ト一サム 

十三湖中の島ブI)ッジパーク 
市浦地域活性化センター 
市浦歴史民俗資料館 
脇元海辺ふれあいゾーン 

公 	募 1件 十三亀山社中 

金木交流プラザ 公 	募 1件 南新町町内会 

※指定管理者の候補者の選定にあたっては、施設の特性や設置目的などから任意指定（特定の団体を指名）した施設が 7施
設、広く募集した施設が 9施設となっています。 
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当市では市民の皆様の各種相談窓口を設置しました。 

相談内容 担当課 
問い合わせ先 
TEL35- 2111 

総合的な相談 総 務 課 内線402 

健康に関する相談 健康推進課 内線222 

建物に対する相談 建築住宅課 内線331 

労働災害に関する相談 商工観光課 内線384 

事業主の皆様へ 
青森労働局労働保険徴収室 

TE[ 017-734-4145 

労働保険（労災保険・雇用保

険）の申告・納付はお済みでしょ

うか。平成17年度確定保険料・

平成18年度概算保険料の申告時

期となりました。保険料申告書

の提出及び保険料の納付期限は 

5月22日（月）です。 お早めにお近

くの金融機関、郵便局等で手続

きをしてください。 

なお、申告・納付が同時にで

きないときは、黒と赤で印刷さ

れた申告書は最寄りの労働基準

監督署または青森労働局ノ＼、ふ

じ色と赤で印刷された申告書は

青森労働局へ提出してください。 

のアスペスト対 
五所川原市有 

施設の 

アスベスト 
調査結果 

調査対象施設（平成 8年度以前に竣工した建築物）-836施設 

設計図書及び目視により調査した結果、疑いのある施設38施設、56カ所

について検体をとり分析調査をした結果アスベストが基準値（1%）を超え

たものが 5施設ありました。 

基準値以上のアスベスト使用があった施設の使用状況及び今後の対応 

施 設 名 吹付け等
の箇所 

分析結果検出された
アスべスト 

応急措置 今後予定している措置・時期 担当課 

五所川原市民体育館 ボイラ一室外 クリソタイル（白石綿） 立入制限 除 去 H18年度 スポ一ッ健康課 

五所川原市勤労青少年ホーム 渡り廊下 グ)ソタイル（白石綿） 立入制限 除 去 H18年度 商工観光課 

五所川原市浄化セン夕ー 換気フアン室外 ク)ソタイル（白石綿） 立入制限 除 去 H18年度 下水道課 

五所川原中央公民館 階段室 I)ソタイル（白石綿） 立入制限 除 去 H18年度 中央公民館 

五所川原第ー中学校 普通教室外 クリソタイル（白石綿） 
天井をビ二―
ルシ一トで
囲い込み 

取り壊し時に除去 
（それまでは定期的に石 
綿気中濃度測定実施） 

H19年度 教育総務課 

※石綿（アスベスト）を取り扱う作業等に従事していた方ノ＼ 当市では市民の皆様の各種相談窓口を設置しました。 

石綿を取り扱う作業等に従事していた方は、石綿による 	＋口ョ」！ H,。,。 	4rコ皿二円 問い合わせ先 レ-I'rIIJ ‘-hノ、ノ」lヘノ「 Iーフ下てT ’ー Inーナ、ノ、‘、ーノJ ’。、 -I一り’IuJ ’ーー“J 	ネ日 胃IIl大1 容 	中日当理 	I一とと 巳り了、ーノし 

健康被害を受けている可能性がありますので、最寄りの医 

療機関に相談のうえ胸部レントゲン検査などの健康診断を 総合的な相談 	総 務 課 内線402 

受けてください。一定の症状がある場合などは、青森労働 健康に関する相談 健康推進課 内線222 

局への申請により、健康管理手帳の交付を受け、定期的に 建物に対する相談 建築住宅課 内線331 

無料で健康診断を受lナることができます。 	 労働災害に関する相談 商工観光課 内線384 
※石綿による健康被害の救済に関する法律が制定されました 

石綿による健康被害を受け死亡された労働者の遺族で労災保険の遺族補償給付の支給を受ける権利が時効に

より消滅した方に対する特別遺族年金及び特別遺族一時金等 

■健康管理手帳、健康診断、労災補償・「石綿による健康被害の救済に関する法律」などの間い合わせ・相談 

= 青森労働局（皿 017-734-4113) ／五所川原労働基準監督署（皿 35- 2309) 

■石綿による健康への影響や治療法についての問い合わせ・相談 

＝中青森産業保健推進センター（皿 017-731 -3661) ／青森労災病院（皿 0178-33-1551) 
～~～～、～、～～、～~～一ニ、～へ～~～、～~~~～、～~ 

． 	「厩覧帳薄でおなたのコ税 務 課内線 422, 423 

！ 	造I足曾産看 	！金木総合支所税務係 TEL53-2 111 内線136 

I 	確言刃I，でぐか！きL、ノノ ~市浦総合支所税務係 TEL62-21 11 内線招 

Lー．に二二二二二．．二．ニゴニ．ニ二二．二．ーー」 

市では、平成18年度土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿（以下、 

縦覧帳簿という）を次の日程により縦覧に供します。 

縦覧とは、固定資産の課税（固定資産税・都市計画税）の基礎となる価格

等をあらかじめ所有者に確認していただくため、期間を設け、縦覧帳簿を

無料でご覧いただく制度です。昨年中に土地・家屋を所有権移転された方、 

家屋を新築・増築・取り壊しされた方、また、平成18年度は 3 年に一度の

評価替えの年になっているため納税者は必ず縦覧しましょう。 

ご覧になった縦覧帳簿に登録されている価格に不服がある場合は、縦覧

期間の初日から納税通知書の交付を受けた日後60日までの間に固定資産評

価審査委員会に審査の申出をすることができます。 

併せて、路線価等の公開もしていますのでご覧ください。 

◇縦覧期間 	4 月 3 日（月）~5月31日困 

ただし、 土曜日・日曜日・祝日は除く。 

◇縦覧時間 	8 時30分～17時15分 

◇縦覧場所 	五所川原地区・・・税務課、金木地区…金木総合支所

市浦地区…市浦総合支所 
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カッスル病 
西北地方農林水産事務所 

1 	こ舞課からの費顎血- 内線 356 

緑の募金のお願い 

「緑の羽根」 はふるさとを愛するシンボルです。 

豊かな自然がもっと広がることを願い、「緑の募金」 

運動を展開します。緑あふれるふるさとを創ってい

くために、皆様のご協力をお願いします。 

◇募集期間・・・4月1日出～ 5 月31日困 

III'lI中き4．~ 

山入事J土忌 

貴重な森林を守り、豊かな郷土を築くため、山に 

入る方は、次のことを守りましょう。 

①枯れ草等のある危険な場所では、 たき火をしない。 

②強風時及び乾燥時には、 たき火、火入れをしない。 

③たき火の場所を離れるときは完全に消す。 

④たばこの吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨て 

ない0 

⑤火遊びはしない。 

⑥火入れをするときは、市長の許可が必要です。 

市民農園参加者募集 

今年も市民の方々に収穫の喜びを味わっていただ

くために市民農園を開園します。 

◇対 象…市内に住所を有する方で一世帯一区画

◇対象面積・・・一区画24d（約7坪） 

◇区画数・・・70区画（申込み多数の場合は抽選） 

◇利用料・‘・無料 

◇申込締切・・・4 月14日囲必着 

◇申込方法・・・往復はがきに住所、氏名、電話番号を

記入し 

〒 O37- 8686 五所川

原市岩木町12 市

役所農政課まで。 

◇開園日… 5月中旬

◇場 所 

松島町一丁目 

505-1地内 

苗木を無償配布します一、 

  

西北地方農林水産事務所林業振興課 TEL 0113-72一 6613 

山火事防止PR活動のー環として、苗木を無償配布

します。 

●4月14日囲 13時 ェルムの街Sc専門店入口 

◇苗木…ッバキ 	250本（桃色の花が咲きます） 

シデコブシ 250本（白色の花が咲きます） 

●4月14日囲 13時 ェルムの街Sc専門店入口 

◇苗木…ッバキ 	250本（桃色の花が咲きます） 

シデコブシ 250本（白色の花が咲きます） 

主催・・・青森県山火事防止対策協議会西北支部協議会 

つがる家畜保健衛生所 TEL 42-2276 

西北地区家畜衛生推進協議会 FAX 42一 6087 

福岡県で愛玩鶏にニューカッスル病が発生しました。 

愛玩鶏やハト、アイガモ等の 

鳥類飼育者の皆さんノ＼ 

対策・・・句ワクチン接種（有効な予防法です） 

②野鳥や野生動物との隔離 

③衛生管理（定期的な消毒や外来者の立入り制 

限など） 

次のような症状を見たら直ちに家畜保健衛生所へご 

連絡ください！ 

元気・食欲減退、緑色下痢便、咳・奇声 

首が傾く・ふらつく・立てない 

産卵率減少・停止、死亡鶏増加 など 

ニューカッスル病は鳥類特有の伝染病で 

人には感染しません 

17 平成18年 4月 1日 五所川原市役所 谷35 -2111  

商工観光課 内線386 

平成18年金木桜まつり敷地割り当てについて次のと 

おり実施します。 

日時・・・ 4 月14日団 9 時～11時（新規者は従来からの 

申請者後の受付けとなります） 

場所・・・金木自然休養村管理センター 

持参するもの 

①芦野公園敷地使用申請書（自筆記名捺印） 

②申請者の住民票抄本（1通） 

③敷地使用料及び水道料（食品関係者） 

④名義を変更する場合／従来の店主と継続者が同一 

家族の場合・・・住民票謄本（1通）、それ以外の場 

合…従来店主からの委任状と住民票抄本（2人分） 

※まつりの会期は 4 月29日～ 5月 7 日（ 9 日間）。 

その他、注意事項など詳しくは商工観光課までお問 

い合わせください。 

県営住宅 
◇募集住戸 

①広田団地（みどり町）鉄筋コンクリート造3K・・・ 2戸 

②広田団地（みどり町）鉄筋コンクリート造3LDK・・・ 4 戸 

※②は申込者及び同居予定者数の合計が 3 人以上。 

◇募集期間・・・4 月 3 日（月）~n日（刈 

◇家賃（入居基準があり家賃は所得金額に応じ決定） 

①広田団地 10,500'- 17,900円程度 
②広田団地 12, 400~ 21,600円程度 

※駐車場は 1住戸につき 1台のみ。 駐車料金は家賃と 

別途徴収となります。 

◇申込み・お問い合わせ先（県営住宅等指定管理者） 

株式会社サン・コーポレーション県営住宅係 

1EL38- 3181 



物鰭自園 
開場17:30／開演18:30 
終演20:15（予定） 

ふるさと交流 

瓦麗惑クォ兄覧ン秀 

山本謙司 菊池鉄男 つくだ貞夫 

八戸美奈子 ’ ’司 

関下恵子 	伍代夏子（歌手） 藤崎弘士ァナウンサー 

入場無料（入場整理券が必要です） 

観覧申込（入場整理券の申込方法） 

往復はがきの往信用裏面と返信用表面に、郵便番号・

住所・名前（往信用裏面には電話番号も）を記入のう

え、お申し込みください。応募多数の場合は、抽選

のうえ入場整理券（1枚おー人様）をお送りします。 

ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡

に使用いたします。なお、NHKでは、受信料のお

願いに使用させていただくことがあります。 

〈あて先〉〒030-8633 青森市松原2-1-1 
NHK青森放送局「それt., 'Cナ！民謡うた祭り」係 

〈締め切り〉 4月13日困必着 

問い合わせ 

五所川原市商工観光課 TEL35-21 11 内線382 
NHK青森放送局「それいけ！民謡うた祭り」係 

Tft017一774-5114 httpゾノwww.nhk.or.jp/aomoriノ 

駐在所の統廃合と 
名称変更のお知らせ 

4 月 1日をもって「毘沙門駐在所」「三好駐在所」 

及び「嘉瀬駐在所」の 3 駐在所が廃止となりました。 

廃止の 3駐在所は、次の駐在所に統合し運用します。 

毘沙門駐在所・三好駐在所→中川駐在所へ統合 

嘉瀬駐在所→喜良市駐在所へ統合 

(3駐在所の統合に伴い、毘沙門地区及び三好地

区は中川駐在所が担当し、嘉瀬地区は喜良市駐

在所が担当します） 

な督  . 中川駐在所は、地域の皆様からのご要望によ

り 「西部駐在所」 に名称変更して、 新たにスタートし

ます。 「西部駐在所」及び「喜良市駐在所」 は、地域

の皆様との連携を一層深め、皆様の期待にこたえて安

全・安心まちづくりに努めていきます。 今後も警察活動

に対するご理解とご協力をお願いします。 

目＠金回塞通国曾週動 
4月6日困-15日田までの1〇日間 

〔運動の重点〕 

1子どもと高齢者の交通事 

故防止 

2 飲酒・暴走運転の根絶 

3 シートベルトとチャイル 

ドシート着用の徹底 

J叙いやる 心ひとつで 事故はゼロ 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 

五所川原警察署 
'35-2 141 

金木警察署 
公 53- 2117 

藤崎弘士ァナウンサー 

平成~ 8年度 勤労青少年ホーム 

「くらしと趣味の教室」講座案内 

●対象・・・五所川原市内に住所のある方、または、勤務

している方なら性別・年齢に関係なく、どなたでも

参加出来ます。募集人員各講座15人。 

●時間…18時30分～20時30分 

毎週 1回 計10回実施 

※受講料は無料ですが、講座内容により材料費のかか

るものもありますので、勤労青少年ホームにお問い

合わせください。 

●申込締切日・・・前期 4 月17日（月） 

●申込先ー五所川原市勤労青少年ホーム 皿34- 3602 

講座（教室）名 案 	内 期 	間 講師名 

陶 芸 
土に親しみ自分だけのオI)ジナル作品を作り
ましよう。 

前期 5/9~7/11因 秋元雅博 

はがき絵 
受け取る人の笑顔を思いながら、心のこもっ
たはがき絵を書いてみませんか。 

前期 5/9~7/11閃 角田早津子 

茶 道 
堅苦しいと思っていませんか？ 先生とテイー 
タイムを楽しんでみてはいかがでしよう。 

前期 5/10--7/12 困 ―戸次江 

編 物 
おしゃべりしながら楽しく手編みの作品を作
ります。 

前期 5/10-7/12 困 島村恵美子 

筆ペン字 香典やのし袋など 	生活に役立ちます。 前期 5/11"7/13 困 角田早津子 

いけばな 
古風にもモダンにも生活空間に合わせて活け
てみてください。 

前期 5ノ11-'-'7/13 困 斎藤啓子 

着付け（組ひも） 
初歩から訪問着までの着付けを学びながら、 
楽しく着物の良さを知ることができます。 

前期 5/12-7/14 岡 鶴谷公美子 
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公35一 6056 

家族で映画を楽しむ会 ～ 4 月 

誰もが知っている名作アニメシリーズから 「なが

くつをはいたねこ」「アラジンとまほうのランプ」「お

おかみと 7 ひきのこやぎ」、日本昔ばなしからは「は

なたれ小僧」「山伏石」他をお楽しみください。 

・4 月22日田 13時～14時30分（無料） 

ギャラ I) ―展 

◇ 4 月15日田～27日困 2 階「ギャラリー」 

北斗スカイクラブの空撮家佐々木治さんが撮り続

けた「新五所川原空撮展」を開催します。佐々木さ

んは、「故郷」 をこよなく愛し、 そのすばらしい景

色を鳥のように大空から撮り続けています。今回は

その思いを写真に収め一同に展示します。 

金木公民館 容53一 3581 

太宰を語る月例会 

日時… 4 月19日困 

場所・・・金木公民館（住民室） 

1、県民参加型演劇「津軽」（県立美術館） 

「金木編」公演ビデォ鑑賞会 

・出演者…駅員・田中英次（金木）／姉・金本幸子 

（金木）／太宰治・山田竜太（団員）（その他 5 人） 

2 、原作太宰治「津軽」演劇のあらまし 

「金木編」 （生家、仏壇、芦野公園） 

・青森編、蟹田編、弘前編、小泊編 

3 、公演の出演者と懇談会（交渉中） 

三味線サークル開講～津軽三味線まんじ会～ 

4 月より三味線サークルを開催します。 

下記により説明会を開きます。 

日時・・・ 4 月13日困 18時30分～ 

場所…金木公民館 

講師…家元・工藤まんじ氏 

希望者に三味線を貸し出します。初心者、経験者 

大歓迎です。 一日無料体験もできます。 

子育そば地域のみんなの手で一！ 公民館からのご案内 

活動紹介 

提供会員の葛西明孟さ丑槌り芯 
須藤青空（あおぞIらり1く1鰐15コ 

風邪をひいた青空くんは、この日葛西さんのお宅にお

世話になりました。緊張気味の青空くんでしたが犬のマッ

クの熱い歓迎を受けてリラックスできたようです。穏やか

な性格のマックは優しい眼差しで見守り、まるで励まし

ているかのようでした。子どもの病気は時を選んでくれま

せん。緊急保育のためにも会員登録をお待ちしています。 

随時会員募集 TEL&献 (35)6953 

図書館からのお知らせ 

開館時間 4月の休館日 

五所川原市立図書館
容 34一4334 

9 時30分～18時 

（土・日は 17時まで） 

毎週月曜日 

20日困・29日出 

9 時30分～17時 
毎週月曜日 

20日困・29日出 
伊藤忠吉記念図書館 

容 53一3049 

市 浦 分 館 

公 62-2111 
9 時30分～17時 

毎週土・日曜日 

20日困 

今月のおはなし会 テーマは「いのち」市立図書館

◇日時・・‘ 4 月15日仕） 13時30分～14時30分 

P'ti 
容 33- 2111 

二ンシア 4 月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター 

日，曜日 催 	物 開演 入場料 

大

ホ
ー
ル
 
 

2
  

日
  

ミュ一ジ力ル パラダイス 13:30 無 	料 

8
  

土
  

今年もお世話になります 
歌謡ショ一 

a1 2:00 
c21 7:00 

前売・当日 
485円 

13 木
  

五所川原市教育研究会 
全員研究会 

13:45 関係者 

16 日
  

日本舞踊・新舞踊 13:00 
前売 300円 
当日 	499円 

小
ホ
ー
ル
 

 

9
  

日
  

日本舞踊 彩扇会 

春のおどり 
12:00 無 	料 

※主催者の都合により、日程等が変更になる場合もあります。 
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『おかじ載二人』細ツアー乙！静 
〈ニールサイモン作〉 

出演者／浅丘ルリ子、渡辺えり子、宇梶剛士他5名 

6月11日（日）開演18:30（開場18:00) 

オルテンシアコンサートホール 
◇入場料…S席 6,500円 A席 5,500円 

◇チケット発売開始… 4 月11日因 
お―人様チケット10枚まで 

◇チケット販売所〈( ）は発売開始時間〉 

オルテンシア TEL 33-2111(8 : 30~) 
ELMインフォメーション TE[ 33-6275(10:00'--) 
イオン柏Sc総合サービスカウンター TEL 25-3450(10:00'-.') 
中三弘前店 1 階案内所 TELO172-34-3131 (10:00'-') 
中三青森店 1 階案内所 TEL 017一 777-3131 (10:00') 
五所川原市内郵便局 TEt. 34-3205(9:00'--) 



実施方法力魯変わります 
4 月 1日から麻しん・風しん対策をより一層強化す

るため、 麻しんと風しん混合ワクチン接種による 2回

接種となります。予防接種は、市内の指定医療機関で

他の予防接種と同様に 4 月から実施しますので、母子

手帳、予診票（既にこども手帳のある方は、麻しんの

予診票を代用します）を忘れず持参してください。 対

象者と接種時期は下記のとおりです。 

第 1 期・・・生後12- 24か月未満の幼児（満 1歳児未満） 

第 2 期… 1期終了後、小学校入学前 1年間の小児（ 5 
歳から 7 歳未満のいわゆる幼稚園の年長児） 

※過去に麻しん及び風しんを両方もしくは、いずれか

を接種済の方は、 4 月から始まる混合ワクチンを受

ける必要はありません。 また、対象者以外の接種は

任意接種になります。 

定期予防接種広域化制度について 
4 月1日より、青森県内すべての市町村において、 

広域予防接種（住所地外市町村予防接種）がスタートし

ます。原則として、定期予防接種は住民登録をしてい

る市町村で受けることになっていますが、次の対象者

の方は、下記利用手続きによって住所地以外の県内医

療機関でも受ける事ができます。 

〈対象者〉①里帰り出産等のため実家のある県内市町

村で予防接種を希望する方②接種要注意者（基礎疾

患を有する方等）でかかりつけ医がいるなど住所地

外での予防接種を希望する方等 

〈対象となる予防接種〉三種混合、麻しん風しん、B 
CG、（日本脳炎）※ただし、日本脳炎は積極的な勧

奨を再開した後となります。 

〈利用手続き〉広域化制度を利用できる方は、上記の

対象者に限られますので、希望される場合は事前に

電話等で連絡し申し込みをしてください。 

（申込先）健康推進課、保健センター金木、保健セン

タ―市浦の予防接種担当まで 

『平成18年度五所川原市乳幼児健診及び予防接種日程

表』 は、市健康推進課、保健センター五所川原、保健

センター金木、保健センター市浦の各窓口に準備して

いますのでご利用ください。また、各医療機関、保育

園、幼稚園にも配布していますのでご覧ください。 

個別健診のご案内 
40歳以上の皆宣んど血ミ子ドック（基本健康診査）」 

ミニードック（基本健康診査）は、 5 月 1日から実施

予定です。お間違えのないようにお願いいたします。 

なお、今年度の料金は1,600円（70歳以上の方、市民

税非課税世帯、生活保護世帯の方は無料）となります。 

詳細は 4 月15日号の広報をご覧ください。 

20歳以上の女性の皆さんノ＼「子宮がん浮Lがん検診」 

’ ◇対象者】子宮がん検診…20歳以上で偶数年齢の女性 

(2年に1回の受診となります） 

乳がん検診・・・30歳以上の女性（40歳以上は偶数年齢） 

※今年度、市民総合健診（子宮がん・乳がん検診）を

受診した方、受診予定の方は受診できません。 

◇実施期間・・‘ 4 月 1日～翌年 3 月31日 

◇受診方法…市の指定する産婦人科窓口に直接申し込

み同時に受診してください。いずれか単独でも受診可。 

◇持参するもの・・・保険証、健康手帳（持っている方） 

◇実施医療機関…安斎レディスクリニック 

白生会胃腸病院（月・木曜日） 

検 	診 	名 国保 社保 

子宮がん 
検診 

頚部細胞診 

t500円 2000円 頚部＋体部細胞診 
（必要により） 

乳がん検診 視、触診 1,000円 1,000円 

※70歳以上の方、市民税非課税世帯、生活保護世帯の

方は無料。 マンモグラフィーは集団検診のみ実施。 

鱈難進露から抱勿ら替 
五所川原地区健康推進課容35-2111（内線222--225) 
金木地区保健センター金木容53 -2111 （内線154-156) 
市浦地区保健センター市浦容27-7733 

定期予防接種 
三種混合（百日咳、ジフテI)ア、破傷風） 

麻しん（はしか）・風しん、日本脳炎 

個別接種について 
もう一度、母子手帳を確認／ 受けていない予防接 

種があったら早めに受け、子どもさんを感染症から守っ 

てあげましょう。 

◆接種対象年齢 ・BCG…3-6月未満 

・三種混合… 3 -90月未満 

●麻しん・風しん混合…下記参照 

・日本脳炎…現在見合わせ中です 

◆実施期間… 4 月1日～平成19年 3月31日 

下記の医療機関で実施しています。 

◆料金・“無料（接種対象年齢内であること） 

◆持参するもの…①母子手帳 ②予診票（こども健康 

手帳につづられていますが、予防接種別に色が違い 

ますので、 ご注意ください） 

◆注意事項…①予防接種を受ける前に、こども健康手 

帳を読み、予防接種についてご理解ください。 

②接種曜日、及び受付時間が各医療機関により違いま 

すので、確認のうえお出かけください。 

③お子さんの健康状態をよく知っている方がお連れください。 

④予防接種の間隔などは、 医師とご相談ください。 

医 	療 	機 	関 	名 

駅前クリニック 佐藤内科小児科医院 てらだクリニック 

江渡内科医院 市浦医科診療所 冨田胃腸科内科医院 

尾野病院 すわ胃腸科内科クリ二ック 都谷森小児科医院 

かねひらクリ二ック 西北中央病院 永田小児科内科医院 

健生五所」~源診療所 瀬川内科クリニック 白生会胃腸病院 

公立金木病院 対馬内科小児科医院 増田病院 

こどもクリニックおとも っしまクリニック 三好診療所 

◇料金 

五所川原市役所 容35 -2111 平成18年 4月 1日 20 
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市民総合健診を、次のとおり実施します。健康に自信のある方も、年に一度は受けて生活習慣病の予防に役

立てましょう。 申込受付は 4月10日（月）から17日（月）までです。 「市民総合健診申込み用紙」 は、対象者のいる世

帯に世帯主宛で送付されるか保健協力員が届けます。 

⑨申し込み方法について 

申し込みの有無にかかわらず、該当する番号をご記入のうえ返信ハガキで、 4月10日嶋）から17日明）までに

申し込んでください。電話での申し込みは、 ご遠慮くださるようお願いします。なお、申し込んだ方には健

診日の 2 週間前に、健診場所、 日程、健診時の留意事項等を通知いたします。 

対象者（市民） 健診の種類 検 	査 	内 	容 
料 金注D 

受付時間 
国保 社保 

40歳以上の男性・

女性 

基本健康診査 
身体計測、検尿、心電図、血液検査、眼底検査、 
医師診察等 

⑨65歳以上の方には介護予防健診を併せて実施

し、転倒、低栄養、閉じこもり、うっ、認知

症に関する生活機能を調べ、必要者には介護

予防ケアを行います。 

t300円 

7時～ 9 時 

介護予防健診 

肝炎ウイルス検診注2) 

胃がん検診 バリウムで胃のx線撮影 t000円 t500円 

大腸がん検診 
スライドに便を塗るだけの手軽な便潜血反応検
査 

600円 

肺がん検診 
胸部のx線間接撮影注3)（結核健診含む） 
必要により略疾検査 

500円 

20歳以上偶数年

齢の女性 
子宮がん検診 

隔年で頚部細胞診 

必要により体部細胞診 
t000円 t500円 

7時～13時 30歳代女性と40 
歳以上偶数年齢

の女性 

乳がん検診 

⑥60歳以上はマンモグラフイのみ 
⑥40-'50歳は視触診とマンモグラフイの併用 
⑥30'--39歳は視触診と医師の指示があればマン
モグラフイの併用 

1,000円 1,500円 

・市内医療機関でミニドック（基本健康診査）、子宮がん・乳がんの個別検診を受ける予定の方は同じ種類の 

検診を受けることができません。 

注1）・健診料金は70歳以上の方、生活保護世帯の方、非課税世帯の方が無料となります。 

・対象者の年齢は、平成19年 3月31日の満年齢です。 

注 2）肝炎ウィルス検診は、集団検診（市民総合健診）のみ実施します。 

対象は節目年齢（40、 45、 50,. 55'. 60,. 65.. 70）の男性・女性です。 

注 3） 石綿（アスベスト）による健康不安がある方には、肺がん・アスベスト 

併用x線直接撮影を実施します。希望する方は、ハガキで肺がん検診 

を申し込み後、電話で申し出ください。（別途料金加算850円） 

⑥健診日：市 浦 地 区・・・5月 9.. 10'. 14,. 30,. 31日 

金 木 地 区・・・5 月11,. 12日、 6月 1'. 2,. 6,. 7,. 12,. 16日 

五所川原地区・・・6 月 5,. 8.. 9,. 13,. 29,. 30日、 7月 5,. 6'. 7、 

18,. 19,. 20.. 21.. 26,. 27日,. 8 月28,. 29,. 30日'. 
9 月 6、7,. 8、11,. 12,. 13日、10月 2、3、4、 

10,. 11.. 12,. 13,. 18,. 19,. 31日 

（住所別の日程は、広報 4 月15日号でお知らせします。） 

⑨健診場所・・・保健センター市浦、保健センター金木、喜良市コミュニティ消防センター、嘉瀬コミュニティ消 

防センター、川倉ふれあいセンター、中央公民館、市民体育館、松島会館、藻川消防センター、 

各コミュニティセンター（中川、松島、梅沢、七和、飯詰、長橋、三好、栄、毘沙門・長富） 

※住所別に最寄りの健診場所を通知しますのでご協力をお願いします。 

《問い合せ先》 五所川原地区…健康推進課 TEL35- 2111 （内線223. 224. 225) 
金 木 地 区…保健センター金木 TE[53-2 111 （内線154. 155. 156) 
市 浦 地 区…保健センター市浦 TE[27- 7733 
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地場産品を使った料理
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五所川原市食生活改善推進員会 

■材料（4人分） 

しじみ 	 300g バタ- 	 lOg 

ベーコン 	 b0og 酒 	 大さじ1 

フキ 	 200g しょうゆ 	大さじ1.5 

竹の子 	 100 g みりん 	 大さじ1 

人参 	 bog こしょう 	 少々 

1人分 193kc2／塩分0.6g 

.,竺j ~、 

じみの山蒙妙麓 
II 

■作り方 

①人参は皮をむき、せん切りにする。フキ、竹の子

は斜めうす切り。 

②ベーコンはlcmlこ切る。 

③しじみは大きめの鍋にバター、酒を一緒に入れ妙

め、口が全部開いたら、汁を残して別の容器に移

しておく。 

④③の鍋に人参を入れ妙め、少し柔らかくなったら、 

竹の子、フキ、調味料全部入れ、少し味が付くま

で妙めたら、しじみも入れ、味が付いたら器に盛

り付けていただく。 

＊フキ、竹の子をキャベツ、ミズ、きのこ類にかえて

もおいしい。 

しじみは、お酒を飲む人によいことはよく知られて

いますね。その他にも、女性に不足しがちな力ルシウ

ムと鉄、鉄の吸収を助ける亜鉛と銅、さらに力ロテン

やビタミンEも含まれていて、貝類の中でもとくに栄

養価に優れています。 × 
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ヘルス・インフォメーション 

健‘康~ 
健康推進課 容35-2 111（内線223・224・225 

保健センター金木 容53 -2 111（内線巧4155 156l 

健セ、・＝市浦 四27-77昭 

（ 健康相談 ） 
血圧測定、 病気の相談、健診結果、 心の相談など保健師

が相談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地区 開催場所 開催月日 開催時間 

五所
川原 

保健センタ一五所川原 4月12日困 10:0O-12:O0 

くみんなの健康教室フ 
◇日 時…4 月28日囲 13時～14時 

◇場 所…保健センター五所川原 3階ホール 

’ ◇テーマ・・動脈硬イヒによる病気を早く診断、治療しよう 

◇講 師・・・清水将之先生（清水クリニック） 

◇主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

く 献血のこ案内 ） 

期 日 時 間 場 	所 

4月5日困 

9:30-11 :30 金山 昭和館 

13:00--14:30 五所川原消防署 

15:00---16:00 白生会胃腸病院 

4月23日（日） 10:00--16:00 エルムの街ショッピングセンタ― 

4月13日困

成分献血 
9:3O-.14:3O 保健センター五所川原 

※成分献血にご協力いただける方は 4 月10日までにご連絡ください。 

水中運動で運動不足を解消し、生活習慣病を予防し 

ましょう。 

◇実施期間… 4 月～11月（ 8 か月間） 

◇会場・・‘健康増進施設「し～うらんど海遊館」（市浦） 

◇対象者・・・20歳以上の市民（国保加入者） 

（実施期間中週2回以上継続して参加できる方） 

◇定員…先着90名（申込後 1日30名の人数で曜日調整） 

◇参加料・・・2,000円（全日程分） 

◇内容・・・水中運動（水中歩行・運動など） 

血液検査（高脂血症・糖尿関係） 

※詳細は申込みのあった方に後日個人通知します。 

施設への送迎はありません。 

◇申込方法… 4 月14日園までに健康推進課、保健セン 

ター金木、保健センター市浦へ申し込み 

ください。 

救急医療当番医 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電話 

4月2日 日
  

田辺胃腸科外科医院 旭町40一 1 35一 6355 

4月9日 日
  

中村整形外科医院 ―ッ谷 
508一12 34- 0123 

4月16日 日
  

木村内科医院 
松島町 
二丁目89-4 35・2815 

.1一対応時間（電話で確認） 9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介費34-4999）でも紹介します。 

昌誓琴古紙配合率100％ 	 五所川原市役所 容35-2111 平成18年 4月1日 22 


